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アクチンは真核生物において多様な役割を担う。その役割を理解するためには、フォルミンなどの

多様な結合蛋白質との結合状態の構造解析が不可欠である。また、原核生物におけるアクチンファミリ

ーとの比較は、アクチンそのものが持つ性質の理解を進展させる。本研究では、アクチン-フォルミン複

合体をはじめとする、まだ多く残る未知の構造を解析することで、アクチン線維の多様な役割を理解す

ることを目的とする。残念ながら、本年度は、フォルミンの調製に手間取り、フォルミンについての進

展はあまりなかったが、一方、アクチンの関連蛋白質である Alp20 については進展があった。 

Alp20 はバクテリアアクチンホモログの 1 つで、プラスミドの分配を行う ParM ファミリーの一員

である。線維構造を作り、線維の伸長がプラスミドを移動させる。線維の伸長、短縮にはエネルギーが

必要で、アクチンにおいては ATP, 微小管においては GTP が用いられるが、Alp20 については、ATP, GTP

の両方を用いることができる。私達はまず名古屋大学のクライオ電子顕微鏡を用いて予備解析を行い、

Alp20 の ATP 状態、GTP 状態の双方で、クライオ電子顕微鏡法の試料に適した条件を決定、大阪大学

のクライオ電子顕微鏡を用いて、高分解能構造解析のためのデータ収集を行い、その解析を行った。 

 ATP 状態については 4.5Å分解能、GTP 状態については 7.7Å分解能を得られ、GTP 状態については

二状態の混合であることもわかった。GTP 状態については現在解析中であり、もう少し高い分解能を目

指している。現在、Alp20 単量体分子の結晶化を行っており、その結果と組み合わせて、正確なモデル

化を行う予定である。 
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